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１．はじめに 

我が国の PM2.5汚染には改善傾向が見られ，2016 年度の

環境基準達成率は, 一般局, 自排局ともに 90%近くまで改善

したが, 100%基準達成と安定的な維持を目指す上では, 一

層の濃度低減が望まれる. また，今後の気候変動や連動す

る社会変化が大気環境に及ぼす影響は不明な部分が多く，

地上と上空の大気粒子を継続して調べることは重要である. 

このような中，2018 年夏季の関東地方は，観測史上最も早い

6月29日に梅雨明けし, 内陸では連日の猛暑に見舞われた. 

大気エアロゾルは, 粒径 2 µmを境に粗大粒子と微小粒子

に大別され, PM2.5 には粗大粒子の一部が含まれる. PM1 を

調べれば, 人為起源粒子に特化した評価が可能と考え, 

我々は 2005 年から，埼玉県環境科学国際センター(埼玉県

加須) にて PM1と PM2.5の通年測定を継続している． 

また, 2015 年からは，富士山測候所に PM2.5サンプラーを

設置し，夏季の 1 ヶ月間 PM2.5を採取して化学成分を調べて

きたが，山頂の PM2.5

は富士山表土に由来

すると考えられる成分

を多く含んでいた．そ

こで 2018年はPM1を

対象とした観測を行う

こととした. 

 

 

２．観測方法 

富士山測候所 1 号庁舎に設置した PM2.5 サンプラー 

(2025i) の分級器を PM2.5 WINS-impactorから PM1 Sharp cut 

cyclone (SCC) に換えて PM1を採取した. 期間は 2018 年 7

月 24日～8月 21日の 29日間とし，PTFEフィルター (Teflo, 

Pall) を用い，深夜 0 時にフィルター交換を行った. フィルタ

ーの 1／2 を水溶性無機イオン(IC 法), 残りを無機元素(マイ

クロウェーブ酸分解－ICP/MS法) の分析に使用した. なお，

埼玉県加須市における PM2.5は 1日単位のフィルター捕集，

PM1は PM714 (紀本電子工業) を用いた． 

 

３．結果 

図 2に富士山頂および埼玉県加須市の PM1と PM2.5の変

化を示す. 富士山頂の PM1は 1.9±1.7 µg/m3であり 7月 24

日のほか 8月1日～6日にやや高めで推移した．図示してい

ないが，SO4
2-が PM1の 4～6割を占めていた．この期間は埼

玉県加須の PM2.5中 SO4
2-も上昇した. 地上の O3濃度も高め

で推移し，8月 1日及び 4日は埼玉県内で光化学スモッグ注

意報も発令され，SO2の変換が促進されたものと考えられる． 

図 2 富士山頂および埼玉県加須の PM1濃度 

 

富士山頂の PM1に含まれる無機元素の濃縮係数 (EF 値) 

を図 3に示す．また，2015年に日単位採取した PM2.5中無機

元素 1)の EF 値も示した．なお，土壌の元素比は，2017 年に

許可を得て採取した富士山表土の分析値を用いた． 

図 3 PM1とPM2.5中の無機元素の濃縮係数 (期間平均値) 

 

図中の元素には，大気中濃度や元素比が非常に低い元素

も含まれるが，人為起源と考えられる元素の EF値は，PM1の

方が PM2.5より 2～100 倍高かった．また，一般に自然起源と

考えられるMg, Ca, Fe, Sr, Tiなどは理論値である 1に近い値

となり，PM1の有効性が示された． 

 

４．おわりに 

 PM1の有効性は示すことができたが，中国等における PM1

中の無機元素の情報は少ない．並行して実施している中・韓

との PM1同時観測から得た情報を活用して解析を進めたい． 
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図 1大気粒子の粒径分布とPM1 


